
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む NPO等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

７月３１日（火）、北海道教育庁釧路教育局が実 ーム「カモフラージュ」を準備し、各グループに分か
施する初任者研修がパイロットフォレストで行われ れて体験しました。
ました。この研修は「野外における諸活動の指導方 「カモフラージュ」では、歩道沿いの森の中に隠さ
法の基礎を学習し、今後の教育活動の充実に役立て れた人工物をいくつ見つけ出すことが出来るかという
る」ことを目的としています。研修には、今年度釧 ゲームを行い観察力、動物の擬態、保護色などについ
路管内で新しく教員（小・中・高・養護学校）に採 て学び身近な生き物の知識や不思議を知り、興味を持
用された４８名の皆さんが参加されました。 ってもらうことを目的として行いました。
この研修の支援に当たっては、参加者数が多いこ 全体活動では、さらに森の生き物に興味を持って観
とから、当センターと根釧西部森林管理署から流域 察を行っていただくため、ネイチャーゲーム「コウモ
管理調整官、標茶及び真竜の各森林官が協力して体 リとガ」を実施しながら、コウモリの生態についても
験プログラムを準備して取り組みました。 勉強しました。
体験プログラムには、①望楼からパイロットフォ この研修が契機となり、近い将来、子供たちの環境
レスト・カラマツ林の見学、②遊歩道を使用した森 学習につなげてもらえる先生が一人でも多く現れるこ
林環境教育プログラムの実施方法、③ネイチャーゲ とを祈り、支援プログラムを終了しました。

望楼からパイロットフォレスト・カラマツ林の見学 遊歩道を利用した森林の学習

カモフラージュ：森林の中に隠された コウモリとガ：目隠しをした人がコウモリの役で

人工物を真剣に探す参加者 ガの役の人をつかまえます。
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８月５日（日）、釧路市こども遊学館が夏休み期
間中に行った親子木工教室に講師を派遣し、北海道 ←「お母さん

の郷土樹種であるトドマツの板を土台にした「ドア しっかり押さえてよ！」

プレート作り」を行いました。
当日は、釧路市こども遊学館が募集した小学生と

その親１９組が参加し、初 完成したドアプレート↓

めて使うノコギリに苦労し
ながら、松ぼっくり、木の
輪切り、小枝等の「森林か
らの贈り物」を使い飾り付
けを行いました。開始から
約３時間、作業終了時間に ↓ 「森林からの贈り物」で飾り付け ↓

は参加した親子全組が完成
させ、自然素材で作りあげ
た大切なドアプレートを笑
顔で持ち帰りました。
親子での共同作業は、夏

休みの楽しい１日となった
完成したドアプレート ことと思います。

８月２１日（火）、標茶町立中茶安別小中学校夏 その後、樹木の種
の学校林活動「るんるんフォレスト」が全校児童生 子（タネ）について
徒３０人が出席して行われ、当センター職員と森林 学習を行い、中学生
管理署標茶首席森林官・真竜森林官は講師として参 は、秋の学校林活動
加しました。 動物がどこにいるかなあ ↓ で使用する種子を集
初めに、「動 めるための「シード

物は、森林の中 トラップ」の設置を
でどう見えるの 行いました。また、小
か？」、「小動物 学生は学校の体育館に ↑ 学校林の中のタネの学習

が敵に襲われな 戻って、タネがどのように風で飛ばされるのかなど、
い工夫」を、自 その様子をタネの模型を作って実験・観察を行いま
動撮影カメラで した。
撮影した写真な
どを使い、擬態 今回の活動では「学校林内外で目にする、生き物
・保護色の学習 の生きる知恵・工夫を実感する。」ことをポイント
を行いました。 に実施しました。
つぎに各班（３ ↓ 中学生によるシードトラップの設置

班）に分かれて、
森林の中に隠さ
れた人工物をい
くつ探し出せる
かネイチャーゲ
ーム「カモフラ
ージュ」を行い
観察力を更に高
めました。

いくつ見つかるかなぁ「カモフラージュ」↑ 風に乗って飛ぶタネの実験 ↑
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